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肝再生に伴うコンドロイチン／デルマタン硫酸鎖の産生評価
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【緒言】肝再生時の間質において、肝細胞と細胞外マトリックス糖鎖であるコン

ドロイチン硫酸/デルマタン硫酸(C/DS)が適切に空間配置されることが重要と考え
られる。木全らは、肝再生時に 163kDaと 152ｋDaのコンドロイチン硫酸プロテオ
グリカン(CSPG)が一過性に発現することを免疫化学的に見出している[１]。輿石ら
は、組織切片を用いた C/DS の In situ 定量法を開発し[2]、肝臓の繊維化における
C/DSの質的量的変動を見出している[3]。今回、我々は In situ定量法を用いて、肝
再生（肝組織再構築）時の間質における C/DSの質的量的変動を調べた。 
【方法】若ラット(9week)と成熟ラット(26week)を部分肝切除を行い、肝再生時の
組織切片を EtOH-水で洗浄した後、肝間質 C/DSを In situ定量した。 
【結果と考察】 肝再生時において、若ラットと成熟ラット肝間質の C/DSは質的
量的な違いが見られた。若ラットの肝再生時には C/DS 含量が上昇し一時的に SE
ユニット(GlcUA-GalNAc4,6S)の比率が減少した。一方、成熟ラットの肝間質 C/DS
量は減少し続け、SE 比率は変わらなかった。若ラットにおいて SE ユニットをほ
とんど含まない C/DSs[4]が一過性に発現していた。また、若ラット肝間質におい
てのみ間質の膨潤が見られ、シヌソイド間質が再構築されていることが示唆され

た。肝間質に固定された C/DSの質的量的変動は肝再生における組織再構築能力を
判断する簡易な指標となる可能性がある。 
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